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※ワクチン接種後も、感染症の予防対策は必要です。



　１２月３日~９日は「障がい者週間」、

１２月は「山形県障がい者差別解消強化月間」です。

障がいや障がいのある方に対する理解を深めましょう。

　１２月３日~９日は「障がい者週間」、

１２月は「山形県障がい者差別解消強化月間」です。

障がいや障がいのある方に対する理解を深めましょう。

障がいのある方の日常生活をサポートする「ほじょ犬」をご紹介！
け ん

「身体障害者補助犬

法」の理解促進のた

めのマークです。法律

により、多くの人が利

用する施設や避難所

でのほじょ犬使用者

の受け入れが義務付

けられています。

「ほじょ犬マーク」ステッカー配布場所

市障がい福祉課、県障がい福祉課

● ほじょ犬ってどんな犬？
　目や耳、手足に障がいのある方をサポートする「盲導

犬」「介助犬」「聴導犬」のことです。障がいのある方の自

立と社会参加をお手伝いするための訓練を受けた、大切

なパートナーです。

　ほじょ犬には、犬種、認定番号、認定年月日が書かれた

表示が付いています。また、ユーザーはほじょ犬の衛生・

行動管理をしっかり行っています。

● まちで出会ったら？
　ほじょ犬は仕事中です。声を掛けたり触ったりせず、温

かく見守りましょう。

　また、ほじょ犬は訓練されている犬ですが、初めて訪れ

る場所などはガイドができません。ユーザーが困っている

時は、「何か手伝うことはありませんか？」と声を掛けてく

ださい。

▶盲導犬
　見えない、見えにくい人が安全に歩け

るようにサポートします。障害物を避けた

り、立ち止まって曲がり角や段差を教え

たりします。“盲導犬”と表示しています。

▶

介助犬
　手や足に障がいのある人

の日常生活動作をサポートし

ます。物を拾って渡したり、指

示したものを持ってきたり、

脱衣の介助などを行います。

“介助犬”と表示しています。

▶聴導犬
　聞こえない、聞こえにくい人に

必要な生活音を知らせます。玄関

チャイム音、メールやFAX等着信

音、赤ちゃんの泣き声、車のクラ

クション等を聞き分け教えます。

“聴導犬”と表示しています。

障がいの
ある人もない人も
共に支え合う
山形市をつくろう
～「地域共生社会」の

　　　実現を目指して～

　ここで言う障がいのある方は、身体障がい、知的障がい、

精神障がい（発達障がいを含みます）、その他心身の機能に障がいのある人で、

日常生活や社会生活に相当な制限を受ける状態の人です。

　ここで言う障がいのある方は、身体障がい、知的障がい、

精神障がい（発達障がいを含みます）、その他心身の機能に障がいのある人で、

日常生活や社会生活に相当な制限を受ける状態の人です。

障がいのある方が日々の暮らしをよりよく過ごせるよう、市民の皆さんのご理解と

ご協力をお願いします。また、各施設の皆さんは、「ほじょ犬マーク」ステッカーの掲示、

ほじょ犬を同伴した施設の利用にご協力をお願いします。

問 障がい福祉課　☎内線625
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手話を使ってみよう ～病院・避難所などで～
ワンポイント

手話

❶ 体

右手で体に沿って

円を描く

A. 大丈夫です。 A. 体がだるいです。

ヘルプカード・ヘルプマークを見たときは

Q. 体調はいかがですか？

　ヘルプカード・ヘルプマークは、支援を必要とする方が周囲の人に提示し、手助けを求めやすくするもので、皆さんのご理

解とご協力が必要不可欠な取り組みです。提示を受けた方は、できる範囲で思いやりのある対応をお願いします。

ボランティア活動に参加してみませんか？

　ボランティア活動は誰もが豊かに暮らしていける社会を目指し、身近なところで「自分にできること」を考え、自ら行動する

ことです。「やってみたい」という気持ちを大切に、できることから始めてみましょう。興味・関心のある方は、下記団体で相談・

活動紹介を行っていますので、ご連絡ください。

● 配布対象者 …… 障がいのある方、難病患者などの方で希望する方（障がい者手帳等の有無は問いません）

❷ 状態

手のひらを

前に向け、両手を

顔の前で

交互に上下させる

人差し指を立てて

左右に振る

❸ 何？

丸めた右手の

指先を左胸に

当ててから

右胸に当てる

右手で体に

沿って円を描く

❶体

両手を胸に当て、

だらっと下げる

❷だるい

団体名 連絡先 参加者等条件 主な活動

市社会福祉協議会

ボランティアセンター

TEL 645-9233

FAX 645-9236

TEL 645-9233

FAX 645-9236
特になし

県障がい者

スポーツ協会

TEL／FAX

686-4084

山形県内の

個人および団体
（個人および団体代表者は

18歳以上に限る）

● 募金活動、ベルマークや使用済み切手、ペットボトル

のキャップの回収など

● 話し相手、遊び相手、外出のサポートなど

● 環境美化活動、地域のイベントのサポート、子育て支

援など

● その他、職業、趣味、特技などを生かした活動

● 障がい者スポーツの練習への協力

● 障がい者スポーツ大会、イベント等のサポート（車椅

子バスケ、ゴールボール等）

● その他、障がい者スポーツ活動に関すること

● 各競技（水泳・陸上・ボウリング・バドミントン・卓球・バ

スケットボール・アルペンスキー・スケート）のコーチ

や、アスリートの補助、競技会のサポートなど

スペシャルオリンピックスとは、知的障がいのある人た

ちにさまざまなスポーツトレーニングとその成果の発表

の場である競技会を、年間を通じて提供している国際的

なスポーツ組織です。

特定非営利活動法人

スペシャルオリンピックス

日本・山形

TEL 632-3430 特になし

【ヘルプマーク】

市障がい福祉課、県障が

い福祉課、村山総合支庁

地域健康福祉課など

【ヘルプカード】

市障がい福祉課、市内６カ所の

相談支援事業所など　
詳しくはこちら⇒ 山形市

● 配布場所
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男女共同参画のまち山形を目指して

第３次「いきいき山形男女共同参画プラン」 令和2年度進捗状況調査報告

第3次プラン　令和2年度進捗状況評価

　第3次プランでは、「男女共同参画のまち山形」を実現するため、4つの目標を掲げ取り組んでいます。プラン

の進捗状況は、条例の規定に基づき、男女共同参画推進本部において、毎年全庁的な調査により自己評価を

行っています。自己評価は、目標ごとに定めた指標（数値目標）の達成度合いで行い、その内容を公表していま

す。進捗状況評価の主な内容は次のとおりです。

　山形市では、「男女共同参画のまち山形」の実現を目指して、男女共同参画推進条例に基づき、市民・事業者等の皆さん

と共に男女共同参画の推進に取り組んでいます。

　この施策を総合的かつ計画的に実施するため、その基本となる第3次「いきいき山形男女共同参画プラン」（第３次プラ

ン。計画期間：平成28年度～令和3年度）を策定し、事業を実施しています。 問 男女共同参画センター　☎645-8077

　　　【男女共同参画意識の確立】

指　標
計画時

（平成 26 年度）

現状値

（令和 2 年度）

目標値

（令和 3 年度）

男女共同参画に関する講座実施回数 42 回 45 回 45 回

男女共同参画センター会議室等利用率 68.0% 63.4% ※ 60％以上

※令和 2 年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため臨時休館や利用制限を実施し、比較が困難なため、令和元

年度の数値となっています。（参考：令和 2 年度利用率 41.6％）

達成度・自己評価

　「男女共同参画に関する講座実施回数」は、令和 2 年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため講座を 2 回中

止しました。実施予定回数は 45 回であったことから、目標値達成とみなしました。

　引き続き、感染症対策を徹底しながら、市の男女共同参画施策を推進する拠点施設として男女共同参画センター

をより多くの方に利用していただけるよう周知を図っていきます。

　　　【あらゆる分野での男女共同参画の実現】

指　標
計画時

（平成 26 年度）

現状値

（令和 2 年度）

目標値

（令和 3 年度）

市の審議会等における女性委員比率 28.8% 30.0% 40% 以上

女性人材バンク登録者数 73 人 75 人 100 人

達成度・自己評価

　「市の審議会等における女性委員比率」は、目標に達していないものの、計画時から 1.2 ポイント上がっています。

さまざまな分野での意思・方針の決定に男女が平等に関わることができるよう、さらなる働きかけを行っていきます。

　また、「女性人材バンク登録者数」は 75 人と、目標の 100 人に到達しませんでした。各講座の講師、女性人材

養成講座ファーラ大学の修了生のほか、広く女性人材の情報を募るなど、女性人材バンクについて積極的に周知し、

新規登録につなげていきます。

目標１

目標 2
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　　　【多様な生き方を選択できる環境の実現】

指　標
計画時

（平成 26 年度）

現状値

（令和 2 年度）

目標値

（令和 3 年度）

男性向け講座実施回数 2 回 4 回 年 2 回以上

働く女性の講座実施回数 ３回 4 回 年 3 回以上

達成度・自己評価

　男性を対象とした講座、働く女性の講座はそれぞれ年 4 回実施し、目標を達成しました。

　男女が共に家事や育児・介護等を担い、相互に協力して責任を果たすことができるよう、ワーク・ライフ・バラ

ンスや男性の家事・育児・介護等への参画推進についての意識啓発を図ります。また、女性の職業能力の向上と、

再就職を希望する女性への支援等のため、引き続き、講座回数を確保し実施していきます。

　　　【人権が尊重され、男女間の暴力のない社会の実現】

指　標
計画時

（平成 26 年度）

現状値

（令和 2 年度）

目標値

（令和 3 年度）

ＤＶ防止講座実施回数 4 回 6 回 年 4 回以上

山形市における DV 相談件数 426 件 320 件
数値目標のない

モニタリング指数

達成度・自己評価

　「ＤＶ防止講座実施回数」は、男女共同参画センターでの講座を 3 回、小・中学生向け出前講座を 3 校で実施し、

目標を達成しました。

　山形市のＤＶ相談件数は、高い水準で推移しています。一人一人の人権意識を高め、暴力を容認しない社会的風土

を醸成し、若年層をはじめ、あらゆる年齢層を対象とした予防啓発と教育・学習の充実に取り組みます。

「令和 2 年度進捗状況調査報告書」は、市ホームページでもご覧いただけます。

男女共同参画宣言都市

山形のあゆみ

　山形市では、平成 2 年に女性施策の指針として計画期間 10 年の「いきいき山形女性プラン」を策定し、男女

が自立し相互に支え合う男女共同参画社会の実現を目指す施策や事業を推進する活動の拠点として、女性セン

ター（現在の男女共同参画センター）の開設などを行ってきました。

　平成 10 年 9 月には、県内初、全国で 14 番目となる「男女共同参画都市宣言」を行い、平成 25 年 4 月には、

市民、事業者等の皆さんと連携、協力して男女共同参画を推進するため、男女共同参画推進条例を施行しています。

　第 3 次プランの計画期間は令和 2 年 3 月までとしていましたが、国や県の計画や新型コロナウイルス感染症

対策による新たな日常を踏まえた計画とするために、令和4年3月まで延期し、本年度第4次プランを策定します。

平成2年 「いきいき山形女性プラン」を策定

平成8年  女性センター（現在の男女共同参画センター）「ファーラ」を開設

平成10年　 「男女共同参画都市宣言」を議決

平成13年　 山形市男女共同参画計画「いきいき山形男女共同参画プラン」を策定

平成20年　 全国男女共同参画宣言都市サミットを開催

平成23年　 第2次「いきいき山形男女共同参画プラン」を策定

平成25年　 山形市男女共同参画推進条例を施行

平成28年 第3次「いきいき山形男女共同参画プラン」を策定

令和元年　 「男女共同参画に関する市民・事業所の意識および実態調査」を実施

令和2年　 第3次「いきいき山形男女共同参画プラン」の計画期間を延期

目標 3

目標 4
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ワクチン接種が進んだ要因　

❶ ワクチンの確保に向けた医療機関との連携 

　ワクチンの一元管理を行うワクチン・コントロールセンターをいち早く設置す

るとともに、医療機関からの協力のもと、ワクチン接種記録システム（ＶＲＳ）への

入力を速やかに行い、接種実績を迅速に把握することができました。その結果、

効率的なワクチン管理と接種実績に応じたワクチン確保を実現できました。

❷ 関係機関との連携による接種体制の確保 

　山形市医師会や山形市内の各医療機関等からの協力による個別接種の

充実や、山形大学医学部、山形県看護協会、山形市薬剤師会の皆さまと連携

し、山形ビッグウイングで大規模集団接種を実施できたこと、さらに、山形市

小児科医会や山形大学医学部小児科の皆さまと共に実施した12歳から16

歳までの方を対象とする集団接種など、関係機関の皆さまとの連携協力によ

り、迅速かつ充実した接種体制を構築することができました。

❸ ワクチン接種を優先すべき職種の皆さま・
市民の皆さまのご理解とご協力 

　大規模集団接種における空き予約枠の有効活用として、教職員や保育士な

どの優先職種の皆さまから接種を受けていただくことにより、その後の若年層

に対する早期の接種機会の提供につながりました。そして、何より市民の皆さ

まが、ワクチンの有効性を理解し、ワクチン接種に協力いただいたことが高い

接種率につながりました。

最新の接種率は

市ホームページの

「ワクチンメーター」

をご覧ください。

１回目

８９．3％８９．3％

２回目

８６．7％８６．7％

山形市 56.6％

東京都墨田区 52.9％

山口市 52.4％

東京都台東区 51.5％

和歌山市 49.4％

山形市のワクチン接種率（12歳以上）

日本経済新聞の調査結果（令和3年9月14日掲載）

2回目接種を終えた住民の割合（上位）

※全年代を対象とした接種率

11月11日午後6時現在

　山形市では、医療機関や関係機関の皆さまにご協力いただきながら、接種体制を迅速に構築し、市民の皆さまから積極的に

ワクチンの接種を受けていただきました。

　その結果、日本経済新聞が全国主要都市（県庁所在地、政令指定都市、東京23区）を対象に行った調査で、９月１日時点の

２回目接種が終わった住民の割合（２回目接種率）が、最も高い都市となりました。ご協力いただいた全ての皆さま、ありがと

うございました。引き続き、関係機関との良好なネットワークを生かして、健康医療先進都市に必要な資質をさらに高めてい

きます。

１０月２８日、ワクチン接種体制の構築にご協力いただいた山形大学医学部、山形市医師会、

山形県看護協会、山形市薬剤師会、株式会社ジョインの皆さまに感謝状を贈呈しました。

 ■問 新型コロナウイルスワクチン接種対策室　☎679-3455

　医学部としても、ぜひ地域貢献したい、今後に続く集団接種のロールモデルに

なりたい、と考えた。大規模集団接種は、会場となった山形ビッグウイングを使用

する予定だった方々が場所を譲ってくれたからできたこと。医療関係者だけでなく

市、市民が一丸となって取り組んだ結果であり、みんながチャンピオンだ。

上野義之山形大学医学部長

　医療機関や関係機関と行政が協力することで大きな力を発揮することをワクチ

ン接種は証明してくれた。今後もこうした行政との関係性を生かした取り組みを

進めていきたい。

根本元山形市医師会長

　人の手配に非常に苦労した。そうした中で、

潜在看護師が大きな力を発揮したと感じてい

る。その点では潜在看護師の可能性を改めて

認識する機会となった。今後も関係機関と協力

しながらワクチン接種等に貢献していきたい。

若月裕子山形県看護協会長

　当初は人員集めに大きな不安があったが、ふた

を開けてみると多くの薬剤師が協力者に名乗り出

てくれたのが非常にうれしかった。現場では我々の

業務をフォローするために、多くの市職員が懸命に

動いてくださった。一市民としても感謝している。

筒井伸山形市薬剤師会長

　集団接種を通して社会貢献できたこと

を非常にうれしく感じている。

　今後もわが社でお役に立てることがあ

れば、お力添えしていきたいと考えている。

瀬野敏和㈱ジョイン常務取締役

接種率 日本一に！接種率 日本一に！接種率 日本一に！接種率 日本一に！新 型 コ ロ ナ
ワクチン接種
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【　　　  】

在
山
形
ベ
ト
ナ
ム
人
協
会

　代
表

形
に
住
む
外
国
人
の
皆
さ
ん
が
笑

顔
で
楽
し
く
生
活
で
き
る
よ
う
、
気

軽
に
集
ま
り
、
交
流
で
き
る
場
所
が
必
要
だ

と
思
い
、
在
山
形
ベ
ト
ナ
ム
人
協
会
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
」
と
語
る
の
は
、
代
表
の
笹
原

智
子
さ
ん
で
す
。
在
山
形
ベ
ト
ナ
ム
人
協
会

は
、
昨
年
9
月
の
設
立
か
ら
、
日
本
語
の
指

導
や
交
流
会
を
通
し
て
、
在
日
ベ
ト
ナ
ム
人

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
笹
原
さ
ん
は
、
以
前
か
ら
国
際
交
流
に
興

味
が
あ
り
、
今
ま
で
に
9
カ
国
の
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
の
受
け
入
れ
や
、
外
国
人
向
け
日
本
語
サ

ポ
ー
タ
ー
な
ど
を
し
て
き
た
そ
う
で
す
。
在

山
形
ベ
ト
ナ
ム
人
協
会
を
設
立
し
た
き
っ
か
け

を
尋
ね
る
と
、「
日
本
語
サ
ポ
ー
タ
ー
の
研
修

会
で
、
在
山
形
ベ
ト
ナ
ム
人
を
取
り
上
げ
た

番
組
を
見
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
日
本
語

が
分
か
ら
ず
、
周
り
の
環
境
に
も
慣
れ
ず
心

を
閉
ざ
し
て
し
ま
っ
た
方
が
、
日
本
語
教
室

に
通
う
よ
う
に
な
り
性
格
が
少
し
ず
つ
明
る

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
見
て
、
自

分
も
言
葉
の
壁
で
悩
ん
で
い
る
人
を
サ
ポ
ー

ト
し
た
い
と
感
じ
ま
し
た
」
と
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　
笹
原
さ
ん
は
、
月
２
回
の
日
本
語
教
室
や

イ
ベ
ン
ト
活
動
、
オ
ン
ラ
イ
ン
レ
ッ
ス
ン
（
オ
ン

ラ
イ
ン
で
実
施
す
る
個
人
レ
ッ
ス
ン
）
の
管
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。
設
立
か
ら
１
年
経
ち
、
今

で
は
ベ
ト
ナ
ム
の
ほ
か
、
タ
イ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

イ
ン
ド
な
ど
の
方
も
参
加
し
て
い
ま
す
。「
1

対
複
数
人
の
学
校
ス
タ
イ
ル
は
、
自
由
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
づ
ら
い
た
め
、
1
対

1
の
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
形
式
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
、
参
考
書
を
持
参

し
て
勉
強
す
る
人
も
い
れ
ば
、
教
室
に
あ
る

本
を
使
っ
て
勉
強
す
る
人
も
い
ま
す
。
ま
た
、

な
る
べ
く
毎
回
違
う
先
生
と
レ
ッ
ス
ン
す
る
よ

う
に
し
て
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
話
し
方
の
違
い
を

学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。
勉
強

の
他
に
も
、
日
本
語
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
を
し
た

り
、
山
形
の
観
光
地
を
巡
っ
た
り
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
レ
ッ
ス
ン
で
の
私
の
役
割
は
、

生
徒
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
り
、

全
体
の
調
整
を
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
生
徒

と
相
性
が
良
さ
そ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
誰
か

考
え
、
顔
合
わ
せ
の
日
程
を
調
整
し
、
個
人

レ
ッ
ス
ン
へ
結
び
付
け
ま
す
。
日
々
受
講
希
望

者
が
増
え
て
い
て
、
今
で
は
50

人
以
上
が
登

録
し
て
い
ま
す
。
県
外
在
住
の
方
も
登
録
し

て
い
て
、
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
な
と
強
く
感

じ
ま
す
」

　
最
後
に
、
今
後
の
目
標
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。「
こ
の
活
動
を
通
し
て
感
じ
る
こ
と
は
、

も
っ
と
多
く
の
人
に
日
本
で
働
く
外
国
人
に

関
心
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
。
例
え
ば
、

外
国
人
と
話
す
と
き
は
、
国
籍
に
関
係
な
く

相
手
を
思
い
や
り
、
や
さ
し
い
日
本
語
を
意

識
し
て
ほ
し
い
で
す
。「
高
台
に
避
難
し
て
く

だ
さ
い
」
を
「
高
い
場
所
に
逃
げ
て
く
だ
さ

い
」
な
ど
と
少
し
言
い
方
を
変
え
る
だ
け
で
、

言
葉
が
分
か
ら
な
い
外
国
人
が
生
活
し
や
す

く
な
る
と
思
い
ま
す
。
言
葉
の
壁
は
、
多
く

の
外
国
人
を
孤
立
さ
せ
ま
す
。
私
は
そ
の
よ

う
な
人
た
ち
に
日
本
語
を
学
ぶ
場
を
提
供
す

る
だ
け
で
な
く
、
心
の
ケ
ア
も
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」

　
在
山
形
ベ
ト
ナ
ム
人
協
会
は
、
月
2
回
県

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
（
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
２

階
）
等
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
国
際
交
流
や
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

山

▲在山形ベトナム人協会の活動の様子

▲

在
山
形
ベ
ト
ナ
ム
人
協
会
の
活
動
に

つ
い
て
詳
し
く
は
、
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

公式Web
サイト

孤独な外国人を

少しでも減らしたい

「

さ

さ

は

ら

と

も

こ

笹
原 
智
子
さ
ん
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山
寺
を
ゆ
っ
く
り
満
喫

山
寺
で
11
月
6
日
・
7
日
に
、
観
光
地
で

ゆ
っ
く
り
過
ご
し
て
も
ら
う
た
め
の
試
み
と

し
て
「
山
寺
i イ

ロ

ド

リ

r
o
d
o
r
i

マ
ル
シ
ェ
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
門
前
町
を
歩
行
者
天

国
に
し
、
県
内
の
約
40
店
が
テ
ン
ト
で
軽
食

や
小
物
、
特
産
品
な
ど
を
販
売
。

ち
ょ
う
ど
紅
葉
が
見
頃
で
、
お
出
掛
け
日

和
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
通
り
は
多
く
の
観

光
客
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
訪

れ
た
人
た
ち
は
、
た
く
さ
ん
の
出
店
の
前
で

足
を
止
め
な
が
ら
、
買
い
物
や
色
づ
い
た
風

景
を
楽
し
み
ま
し
た
。

山
響
の
演
奏
と
ま
ち
歩
き
を 

親
子
で
楽
し
む
秋

10
月
16
日
に
、「
ま
ち
な
か
音
楽
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
山
形
ま
る
ご
と
館 

紅
の
蔵
な

ど
4
カ
所
で
行
わ
れ
た
山
形
交
響
楽
団
の
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏
会
で
は
、
間
近
で
見
る
プ
ロ

の
演
奏
に
、
興
味
津
々
の
お
子
さ
ん
の
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
１
４
０
年
前
の
地

図
を
使
っ
た
ま
ち
歩
き
を
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
ス
キ
ッ
プ
し
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
合
言

葉
を
探
す
お
子
さ
ん
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

商
店
街
で
は
ま
ち
な
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
開

催
し
、
山
形
一
小
と
山
形
四
小
の
児
童
の
絵
が

店
頭
を
彩
り
ま
し
た
。

街
な
か
巡
り 

食
を
楽
し
む

10
月
９
日
か
ら
31
日
ま
で
、
中
心
市
街
地

で
「
街
な
か
賑に

ぎ

わ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０

２
１
〜
山
形
オ
ー
タ
ム
食
め
ぐ
り
〜
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
歩
行
者
天
国
に
は

せ
ず
、
対
象
店
舗
の
中
か
ら
３
店
舗
を
巡
り
、

ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら

え
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
形
式
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
ほ
か
に
も
、モ
ル
ッ

ク
大
会
や
悪
戸
い
も
詰
め
放
題
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
街
な
か
に
は

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
片
手
に
店
舗
を
巡
る
人
の
姿

が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

▲フィンランド発祥のスポーツ「モルック」 ▲アンサンブル演奏会

▲悪戸いも詰め放題 ▲まち歩きゴール地点の様子
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山
形
市
職
員
採
用
ガ
イ
ダ
ン
ス 

■時

 

12
月
18
日
㈯

■所

 

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
） 

■内
〈 

配
信
内
容
〉 

　

  

【 

第
１
部
】
市
役
所
業
務
の
説
明
や
令
和

４
年
度
の
採
用
試
験
に
つ
い
て 

　

  

【
第
２
部
】
職
員
と
の
情
報
交
換
会 

■申

 

12
月
14
日
午
後
５
時
15
分
ま
で
に
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請 

※ 

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

■問

 

職
員
課
（
☎
内
線
２
６
６
） 

市
有
地
売
却
情
報 

■時
〈 

入
札
日
時
〉

　

  

令
和
４
年
１
月
31
日
㈪
午
前
10
時 

■所

 

市
役
所
11
階
入
札
室 

■内
〈
一
般
競
争
入
札
〉 

　

  

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
整
備
事
業
用
地 

　

  

【
所
在
地
】
み
は
ら
し
の
丘
２-

３ 

　

  

【
地
積
】
３
１
６
８
・
６
４
㎡ 

　

  

【
最
低
売
却
価
格
】
５
８
０
０
万
円 

　

  

【
地
域
】
市
街
化
区
域 

■申

 

12
月
１
日
〜
24
日
に
、
管
財
課
へ 

※ 

詳
し
く
は
、
市
役
所
４
階
管
財
課
窓
口
で
配

布
の
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

■問

 
管
財
課
（
☎
内
線
２
７
７
） 

 

12
月
11
日
〜
20
日
は
飲
酒
運
転
撲
滅
・

冬
道
の
交
通
事
故
防
止
強
化
旬
間 

〈
運
動
の
重
点
〉 

・ 

悪
質
・
危
険
な
飲
酒
運
転
の
撲
滅 

・ 

ブ
ラ
ッ
ク
ア
イ
ス
バ
ー
ン
や
積
雪
路
面
で
の

ス
リ
ッ
プ
事
故
防
止 

・ 

夕
暮
れ
時
か
ら
の
横
断
歩
行
者
事
故
の
防
止 

〜
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
万
全

を
期
し
て
推
進
し
よ
う
〜 

■問

 

市
民
課
（
☎
内
線
３
８
７
） 

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
換
え
（
12
月
分
） 

■内

 

清
住
町
１
・
２
丁
目
、
陣
場
１
・
２
丁
目 

■問

 

上
下
水
道
部
業
務
課
（
☎
６
４
５-

１
１
７
７
） 

冬
期
間
の
公
園
内
水
洗
ト
イ
レ
等
閉
鎖 

　

冬
期
間
凍
結
防
止
の
た
め
、
公
園
内
水
洗
ト

イ
レ
お
よ
び
水
飲
み
場
を
閉
鎖
し
ま
す
。
公
園

利
用
者
の
方
に
は
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

■時

 

12
月
上
旬
〜
令
和
４
年
３
月
下
旬 

■問

 

公
園
緑
地
課
（
☎
内
線
５
３
０
） 

小
型
家
電
イ
ベ
ン
ト
回
収

〜
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
・

携
帯
電
話
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
〜 

■時

 

12
月
25
日
㈯
午
前
９
時
〜
正
午 

■所

 

市
役
所
正
面
玄
関
前
ロ
ー
タ
リ
ー 

【
対
象
品
目
】 

家
庭
で
使
用
済
み
の
パ
ソ
コ
ン
（
ブ
ラ
ウ
ン
管

モ
ニ
タ
を
除
く
）、携
帯
電
話
、電
子
ゲ
ー
ム
機
、

デ
ジ
カ
メ
、
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
46
品
目 

※
個
人
情
報
は
事
前
に
消
去
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
回
収
方
法
】 

ロ
ー
タ
リ
ー
に
回
収
用
レ
ー
ン
・
机
を
設
置
し
、

小
型
家
電
を
回
収
（
車
で
乗
り
入
れ
可
）

※
市
役
所
、
公
民
館
（
中
央
公
民
館
を
除
く
）

に
設
置
し
て
い
る
専
用
ボ
ッ
ク
ス
お
よ
び
市
が

指
定
す
る
再
資
源
化
事
業
者
で
は
常
時
回
収
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

※ 

対
象
品
目
や
そ
の
他
の
回
収
方
法
な
ど
詳
し

く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

■問

 

ご
み
減
量
推
進
課
（
☎
内
線
６
９
８
） 

 

年
末
年
始
の
ご
み
・
し
尿
の
収
集 

【
ご
み
の
収
集
】 

　

年
末
は
12
月
31
日
㈮
ま
で
、
年
始
は
令
和
４

年
１
月
４
日
㈫
か
ら
通
常
通
り
収
集
し
ま
す
。

月
１
回
の
埋
立
ご
み
等
の
収
集
日
が
第
１
月
曜

日
の
地
域
は
、
翌
週
が
収
集
日
に
な
り
ま
す
。 

※ 

自
己
搬
入
は
、
全
施
設
が
年
末
は
12
月
31
日

㈮
ま
で
、
年
始
は
令
和
４
年
１
月
４
日
㈫
か

ら
通
常
通
り
受
け
入
れ
を
開
始
し
ま
す
。
粗

大
ご
み
収
集
受
け
付
け
は
、
年
末
は
12
月
29

日
㈬
ま
で
受
け
付
け
、
年
始
は
令
和
４
年
１

月
４
日
㈫
か
ら
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。 

【
し
尿
収
集
・
受
け
付
け
】 

　

12
月
30
日
㈭
か
ら
令
和
４
年
１
月
４
日
㈫
ま

で
休
み
に
な
り
ま
す
。 

※ 

年
末
は
申
し
込
み
が
混
雑
し
ま
す
。
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

※ 

申
し
込
み
は
山
形
清
掃
衛
生
協
同
組
合
（
☎ 

６
４
３-

７
５
７
7
、

６
４
３-

７
５
７
８
）
へ 

■問
〈 

ご
み
〉
ご
み
減
量
推
進
課
（
☎
内
線
６
９
６
）

　

 

〈
し
尿
〉
廃
棄
物
指
導
課
（
☎
内
線
６
８
７
） 

都
市
計
画
審
議
会
の
傍
聴 

■時

 

12
月
13
日
㈪
午
前
10
時
30
分
〜 

■所

 

中
央
公
民
館
大
会
議
室 

■内
〈 

議
事
〉
卸
売
市
場
の
位
置 

※
山
形
市
中
央
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■問

 

ま
ち
づ
く
り
政
策
課
（
☎
内
線
５
１
９
）

ご
案
内

山形市からの

お知らせ
山形市役所

〒990 8540 旅篭町二丁目3番25号

☎641 1212（代表）
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山
形
牛
の
プ
レ
ゼ
ン
ト 

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
需
要
が
減
少
し
て
い
る
山
形
牛
の
生
産
者
を

応
援
す
る
た
め
、「
山
形
牛 

ロ
ー
ス
ス
テ
ー
キ

用
（
２
枚
）
３
４
０
ｇ
」
を
抽
選
で
10
人
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。 

■申

 

12
月
15
日
（
必
着
）
ま
で
に
、は
が
き
に
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
山
形
牛
に
関

す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
（
生
産
者
へ
の
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
等
）
を
記
入
の
上
、
農
政

課
内
「
山
形
牛
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
」
へ　

※ 

当
選
者
の
発
表
は
、
賞
品
の
発
送
を
も
っ
て

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

■問

 

農
政
課
内
山
形
市
農
業
振
興
協
議
会
事

務
局
（
☎
内
線
４
３
２
） 

電
話
機
の
ス
ピ
ー
カ
ー
モ
ー
ド

（
ハ
ン
ズ
フ
リ
ー
通
話
）
機
能
の
活
用 

　

１
１
９
番
通
報
を
受
け
た
指
令
員
は
、
通
報

内
容
か
ら
傷
病
者
の
状
態
が
重
症
で
あ
る
場
合

や
、
緊
急
度
が
高
い
と
判
断
し
た
場
合
、
救
急

車
が
到
着
す
る
ま
で
に
、
通
報
者
へ
電
話
を
通

し
て
、
心
肺
蘇
生
法
や
止
血
法
な
ど
、
必
要
な

応
急
手
当
の
や
り
方
を
口
頭
で
お
伝
え
し
ま

す
。
ス
ム
ー
ズ
に
ス
ピ
ー
カ
ー
モ
ー
ド
に
切
り

替
え
が
で
き
る
よ
う
、
固
定
電
話
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
の
切
り
替
え
方
法
を
あ
ら
か
じ
め
ご

確
認
く
だ
さ
い
。 

■問

 

消
防
本
部
通
信
指
令
課
（
☎
６
３
４-

１

１
９
８
）

や
ま
が
た
お
し
ご
と
広
場 

■時

 

12
月
７
日
㈫
午
前
10
時
〜
午
後
３
時 

■所

 

元
木
公
民
館 

■内

 

求
職
希
望
者
に
対
し
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

の
相
談
窓
口
を
開
設
し
、
求
職
に
関
す

る
相
談
、
求
人
情
報
の
紹
介
等
を
行
う 

■対

 

55
歳
以
上
の
方

※ 

詳
し
く
は
、
や
ま
が
た
生
涯
現
役
促
進
地
域

連
携
事
業
協
議
会
（
☎
６
１
６-

６
８
７
７
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問

 

長
寿
支
援
課
（
☎
内
線
５
６
２
）

 
聴
覚
障
が
い
者
等
用
バ
ン
ダ
ナ
の
配
布

　

身
に
着
け
る
こ
と
で
周
囲
に
障
が
い
が
あ

る
こ
と
を
知
ら
せ
、
支
援
を
受
け
や
す
く
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
バ
ン
ダ
ナ
を
無
料
配
布
し

ま
す
。

■所

 

市
役
所
２
階
障
が
い
福
祉
課 

■対

 

聴
覚
障
が
い
者
等
の
耳
が
不
自
由
な
方
、

手
話
の
で
き
る
方 

■問

 

障
が
い
福
祉
課
（
☎
内
線
５
４
８
） 

12
月
は
納
税
推
進
強
調
月
間 

　

市
税
の
納
付
に
は
、
安
全
・
確
実
・
便
利
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
各
納
期
の
最

終
日
に
指
定
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ

れ
、
う
っ
か
り
納
め
忘
れ
る
こ
と
が
な
く
な
り

ま
す
。
お
申
し
込
み
は
、
金
融
機
関
窓
口
で
お

手
続
き
く
だ
さ
い
。 

■問

 

納
税
課
（
☎
内
線
３
３
０
） 

 

第
４
回
や
ま
が
た
検
定 

■時

 

令
和
４
年
２
月
19
日
㈯ 

■所

 

市
役
所 

■内

 

筆
記
試
験
（
50
分
間
、
50
問
） 

■対

 

１
０
０
人
（
抽
選
） 

■費

 

千
円
（
受
検
料
） 

■持

 

受
検
料
、
受
検
票 

■申

 

12
月
１
日
〜
令
和
４
年
１
月
21
日
に
、
市

役
所
６
階
山
形
ブ
ラ
ン
ド

推
進
課
窓
口
、
や
ま
が
た

検
定
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
（

６
２
４-

８
８
９
６
）
の
い

ず
れ
か
で 

※ 

受
検
者
特
典
（
や
ま
が
た
舞
子
の
鑑
賞
と
選

べ
る
特
産
品
の
進
呈
）
有
り
。 

※ 

出
題
範
囲
資
料
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ

か
、
試
験
日
前
日
ま
で
市
役
所
２
階
市
民
の

部
屋
の
や
ま
が
た
検
定
コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
可
。

■問

 

山
形
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
内
や
ま
が
た
検
定

実
行
委
員
会
事
務
局
（
☎
内
線
４
１
３
）

野
草
園
冬
期
休
園 

　

今
年
も
多
数
の
ご
来
園
を
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
の
開
園

は
４
月
１
日
の
予
定
で
す
。

■時
〈 
休
園
期
間
〉
12
月
１
日
〜
令
和
４
年
３
月
31
日 

■問

 

野
草
園
（
☎
６
３
４-

４
１
２
０
）

三
浦
記
念
賞
受
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

◆
令
和
３
年
度
受
賞
者 

 

斎
藤 

保 

氏 

  

〈 

主
な
役
職
〉
株
式
会
社
Ｉ
Ｈ
Ｉ 

相
談
役
、

日
本
経
済
団
体
連
合
会 

審
議
員
会
副
議
長
、

東
北
芸
術
工
科
大
学 

理
事 

 

平
吹 

和
之 

氏 

  

〈 

主
な
役
職
〉
株
式
会
社
平
吹
設
計
事
務
所 

取
締
役
会
長
、
山
形
商
工
会
議
所 

建
設
部

会
長
、
公
益
社
団
法
人
日
本
建
築
士
連
合

会 

顧
問 

紅
花
の
山
形
路
物
産
振
興
会 

  

〈 

主
な
活
動
〉
髙
島
屋
横
浜
店
を
は
じ
め
、

各
地
の
百
貨
店
で
物
産
展
を
開
催

公
益
財
団
法
人
三
浦
新
七
博
士
記
念
会
と
は
… 

　

故
三
浦
新
七
博
士
の
遺
徳
を
永
く
記
念
す
る

た
め
に
、
昭
和
38
年
に
設
立
。
生
前
、
博
士
が

念
願
し
て
や
ま
な
か
っ
た
山
形
市
の
産
業
経
済

の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、
経
済
講
演
会
の
開

催
、
産
業
経
済
功
労
者
に
対
す
る
「
三
浦
記
念

賞
」
の
授
与
等
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

◆
三
浦
新
七
博
士
記
念
会
パ
ネ
ル
展
示 

■時

 

12
月
13
日
㈪
正
午
〜
17
日
㈮
午
後
３
時 

■所

 

市
役
所
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル 

■内

 

三
浦
新
七
博
士
と
三
浦
記
念
賞
受
賞
者

に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示 

■問

 

山
形
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
内
公
益
財
団
法

人
三
浦
新
七
博
士
記
念
会
事
務
局
（
☎

内
線
４
１
３
）

時 とき　 所 ところ　 内 内容　 講 講師等　 対 対象・定員　 費 費用（無料は記載なし）　 持 持ち物　 申 申し込み（不要は記載なし）　 問 問い合わせ

山形市からのお知らせ
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く
か
、
企
画
調
整
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

■問

 

企
画
調
整
課
（
☎
内
線
２
２
２
） 

お
い
し
い
山
形
空
港 

冬
の
応
援
ツ
ア
ー
助
成

■時

 

12
月
１
日
㈬
〜
令
和
４
年
２
月
28
日
㈪ 

■内

 

企
業
、
業
界
団
体
、
町
内
会
等
の
研
修

旅
行
な
ど
に
対
し
て
、
１
人
当
た
り
往

復
６
千
円
（
片
道
３
千
円
）
を
助
成 

■対

 

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方 

 
 

・ 

お
い
し
い
山
形
空
港
発
着
の
羽
田
、名
古
屋
、

札
幌
便
を
利
用
し
た
旅
行
で
あ
る
こ
と

 
 

・
４
人
以
上
が
参
加
す
る
旅
行
で
あ
る
こ
と 

 
 

・ 

ツ
ア
ー
代
金
ま
た
は
航
空
運
賃
お
よ
び
宿

泊
費
の
総
額
が
助
成
額
を
超
え
る
こ
と 

■対

 

９
０
０
席 

■申

 

令
和
４
年
２
月
13
日
ま
で
に
、
企
画
調

整
課
へ 

※ 

市
外
在
住
の
方
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
へ

申
請
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■問

 

企
画
調
整
課
（
☎
内
線
２
２
２
）

募　

集

結
婚
相
談
会 

■時

 

12
月
15
日
㈬
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
正

午
〜
午
後
１
時
を
除
く
） 

■所

 

市
役
所
７
階
７
０
１
Ａ
会
議
室 

■内

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
人
「
や
ま
が
た
し
良

縁
隊
」
に
よ
る
結
婚
相
談 

■対

 

結
婚
を
望
む
20
歳
以
上
の
独
身
男
女
や

そ
の
家
族
等
先
着
10
人
程
度 

■申

 

事
前
に
電
話
で
企
画
調
整
課
へ 

※
仲
人
さ
ん
も
随
時
募
集
中
で
す
。

■問

 

企
画
調
整
課
（
☎
内
線
２
２
２
） 

 

自
衛
官
募
集 

■内
〈 

募
集
種
目
〉
自
衛
官
候
補
生 

■対

 

18
歳
以
上
33
歳
未
満 

■申

 

12
月
４
日
〜
令
和
４
年
１
月
７
日 

【
自
衛
官
採
用
制
度
説
明
会
】 

■時

 

平
日
午
前
10
時
〜
午
後
７
時
（
12
月
29

日
〜
31
日
を
除
く
） 

■所

 

自
衛
隊
山
形
募
集
案
内
所
（
南
原
町
） 

※ 

詳
し
く
は
、
自
衛
隊
山
形
募
集
案
内
所
（
☎

６
３
４-

３
４
３
９
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■問

 

市
民
課
（
☎
内
線
３
４
２
）

 

実
践
し
よ
う
！
ウ
オ
ー
ム
ビ
ズ 

　

ウ
オ
ー
ム
ビ
ズ
は
、
暖
房
時
の
室
温
が
20
℃

で
も
快
適
に
過
ご
す
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
で
す
。 

　

「
小
物
を
活
用
し
て
暖
房
に
頼
り
す
ぎ
な
い

工
夫
を
」
部
屋
に
い
る
と
き
は
厚
手
の
素
材
の

ス
リ
ッ
パ
や
ひ
ざ
掛
け
、
湯
た
ん
ぽ
を
活
用
し

ま
し
ょ
う
。 

　

「
朝
食
を
し
っ
か
り
食
べ
ま
し
ょ
う
」
朝
食

を
取
る
こ
と
で
内
臓
の
動
き
が
活
発
化
し
、
体

温
の
上
昇
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

　

「
適
度
な
運
動
で
体
を
温
め
て
」
通
勤
・
通

学
で
一
駅
分
を
歩
い
た
り
３
階
程
度
な
ら
階
段

を
使
う
こ
と
で
、
新
陳
代
謝
が
活
発
に
な
り
体

温
が
上
昇
し
ま
す
。 

■問

 

環
境
課
（
☎
内
線
６
８
２
）

  

補　

助

最
大
60
万
円
！
結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金 

　

結
婚
し
て
新
生
活
を
始
め
る
夫
婦
を
対
象

に
、
家
賃
や
引
っ
越
し
費
用
、
住
宅
の
取
得
費

等
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

■対

 

市
内
在
住
で
令
和
３
年
１
月
１
日
以
降

に
婚
姻
届
を
提
出
し
て
受
理
さ
れ
た
、
39

歳
以
下
の
夫
婦 

※ 

所
得
要
件
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
山
形
市
結
婚
新
生
活

支
援
補
助
金
」
で
検
索
）
を
ご
確
認
い
た
だ

雇用創出課のお知らせ
■問 ☎内線411

◆ふるさと奨学ローン「応援します！未来の主役たち！」

　お子さんが県内に就職・就業した場合は、それ以降の利子

に対して、元金300万円を限度に、教育基金協会から年2.0％

の利子補給が受けられます。融資金利が年2.0％を下回った場

合は、融資金利が利子補給率になります。

■内〈 融資使途〉大学・短大・高校・専門学校等の学資金や住居・

生活資金など

　　〈融資限度額〉2千万円

　　〈 利率〉年1.55 ～ 3.15％（金利タイプおよび返済期間等

により異なります。保証料は東北労働金庫負担）

　　〈返済期間〉最長20年

※在学期間中は、元金据え置きができます。

◆生活応援ローン

■内〈融資使途〉教育、福祉、自動車購入、生活全般

　　〈融資限度額〉300万円以内（使用用途により異なります）

　　〈 利率〉年1.25 ～ 2.75％（固定金利。使用用途により異

なります。保証料は東北労働金庫が負担）

　　〈返済期間〉7 ～ 10年

■対 労働組合のない会社などに1年以上お勤めの方

※ いずれも、申し込み等詳しくは、東北労働金庫

山形支店（☎631-0511）へ

　新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するため、掲載イベント等が中止や延期になる可能性があります。
開催状況については、各イベント等の問い合わせ先に確認してください。

【お願い】イベントに参加される場合は、不織布マスクの着用にご協力ください。

市主催・共催のイベント等

で中止・延期となったもの

については、こちらから→
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◆ 

ト
ミ
ヤ
マ 

ユ
キ
コ
氏
講
演
会

　

 「
マ
ン
ガ
か
ら
見
る
現
代
日
本
の
恋
愛
と
結

婚
〜
多
様
化
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
理

解
す
る
た
め
に
〜
」 

■時

 

12
月
11
日
㈯
午
後
２
時
30
分
〜
４
時 

■所

 

南
部
公
民
館
３
階
集
会
室 

■対

 

先
着
40
人 

■申

 

12
月
２
日
か
ら
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
市
立
図
書
館
へ 

◆
じ
ゅ
っ
き
ー
く
ん
の
一
日
図
書
館
長
！ 

■時

 

12
月
12
日
㈰
午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

■所
 

市
立
図
書
館 

■内
 

じ
ゅ
っ
き
ー
く
ん
の
紙
芝
居
上
演
や
樹

氷
ク
イ
ズ
、
写
真
撮
影 

■対

 

先
着
15
人 

■申

 

12
月
１
日
午
前
９
時
30
分
か
ら
、
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
市

立
図
書
館
へ 

◆
お
は
な
し
の
広
場 

■時

 

12
月
19
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜
11
時 

■所

 

市
立
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー 

■内

 

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
上
演
、
本

の
紹
介　

他 

■対

 

幼
児
〜
小
学
生
（
マ
ス
ク
の
着
用
で
き

る
方
）
先
着
15
人 

 

市
少
年
自
然
の
家
の
催
し

■問

 

☎
６
４
３-

８
５
３
３ 

◆
ゲ
レ
ン
デ
一
般
開
放 

■時

 

令
和
４
年
１
月
６
日
㈭
〜
２
月
27
日
㈰

県
営
住
宅
入
居
者
募
集 

■内
〈 
募
集
住
宅
〉【
一
般
用
・
優
遇
措
置
あ
り
】

五
十
鈴
・
馬
見
ヶ
崎
・
桧
町
・
宮
町
・
き

た
ま
ち
・
あ
た
ご
・
十
日
町
ア
パ
ー
ト 

■申

 

12
月
１
日
〜
７
日
に
、
県
す
ま
い
情
報

セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
７-

０
７
８
１
）
へ 

※ 

他
に
随
時
入
居
申
し
込
み
で
き
る
住
宅
も
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
県
す
ま
い
情
報
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

■問

 

管
理
住
宅
課
（
☎
内
線
４
７
３
）

 

最
上
義
光
歴
史
館
サ
ポ
ー
タ
ー

14
期
生
募
集 

■内

 

最
上
義
光
歴
史
館
の
館
内
案
内
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア 

■対

 

市
内
在
住
で
週
１
回
程
度
活
動
で
き
る
方

■申

 

令
和
４
年
１
月
30
日
ま
で
に
、
電
話
で
最
上

義
光
歴
史
館
へ 

■問

 

最
上
義
光
歴
史
館
（
☎
６
２
５-

７
１

０
１
）

イ
ベ
ン
ト

市
立
図
書
館
の
催
し

■問

 

☎
６
２
４-

０
８
２
２ 

　
　

６
２
４-

０
８
２
３ 

　
　

 

Ｅ
メ
ー
ル
（to

sh
o

k
a
n
@

city.ya
m

a

g
a
ta

-ya
m

a
g
a
ta

.lg
.jp

） 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
（
令
和
４

年
１
月
11
日
㈫
、
２
月
14
日
㈪
は
閉
所
。

平
日
は
小
学
校
等
の
利
用
が
優
先
） 

■所

 

市
少
年
自
然
の
家
ゲ
レ
ン
デ 

■内

 

チ
ュ
ー
ブ
滑
り
、
ソ
リ
滑
り
、
ア
ル
ペ
ン

ス
キ
ー
、
ラ
ン
グ
ラ
ウ
フ
ス
キ
ー
、
ち

び
っ
こ
ゲ
レ
ン
デ
、
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

■費

 

ラ
ン
グ
ラ
ウ
フ
ス
キ
ー
板
・
ス
ト
ッ
ク

５
０
０
円
、
ラ
ン
グ
ラ
ウ
フ
ス
キ
ー
靴

５
０
０
円
（
中
学
生
以
下
は
無
料
） 

■申

 

団
体
利
用
の
場
合
は
、
電
話
で
市
少
年
自

然
の
家
へ
、
チ
ュ
ー
ブ
や
ス
キ
ー
を
借
り

る
場
合
は
、
当
日
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内

事
務
室
窓
口
へ

◆
和
か
ん
じ
き
で
冬
の
森
散
歩
〜
深
雪
の
上
・

凍
っ
た
沼
の
上
を
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
〜 

■時

 

令
和
４
年
１
月
29
日
㈯
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
１
時 

■所

 

市
少
年
自
然
の
家
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

と
そ
の
周
辺 

■対

 

市
内
在
住
の
方
15
人
（
抽
選
） 

■費

 

７
０
０
円
（
保
険
代
、
昼
食
代
） 

■持

 

水
筒
、
防
寒
具
、
長
靴 

■申
 

12
月
１
日
〜
令
和
４
年
１
月
４

日
に
、
市
少
年
自
然

の
家
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
電
話
で

 

【市少年自然の家
ホームページ】

山
形
テ
ル
サ
冬
休
み
特
別
体
験
企
画 

■時

 

12
月
25
日
㈯
午
後
２
時
〜
４
時
15
分
（
午

後
１
時
40
分
受
け
付
け
開
始
） 

■所

 

山
形
テ
ル
サ
ホ
ー
ル
他 

■内

 

ナ
チ
ュ
ラ
ル
楽
器
の
お
話
と
オ
リ
ジ
ナ
ル

楽
器
作
り
、「
山
形
テ
ル
サ
の
第
九
」
公
開

リ
ハ
ー
サ
ル
見
学（
予
定
。
一
部
定
員
あ
り
）

■対

 

小
学
生
〜
24
歳
の
方
（
小
・
中
学
生
は

保
護
者
１
人
同
伴
可
） 

■申

 

12
月
21
日
ま
で
に
、
Ｗ
ｅ
ｂ
ま
た
は
電
話

で
山
形
テ
ル
サ
へ 

※ 

詳
し
い
内
容
を
山
形
テ
ル
サ

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
の

上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■問

 

山
形
テ
ル
サ
（
☎
６
４
６-

６
６
７
７
）

山
形
ま
る
ご
と
館 

紅
の
蔵
の
催
し

■問

 

☎
６
７
９-

５
１
０
１ 

◆
紅
の
蔵
企
画
展
示 

蔵
王
展 

■時

 

12
月
１
日
㈬
〜
令
和
４
年
１
月
16
日
㈰ 

■所

 

山
形
ま
る
ご
と
館 

紅
の
蔵
街
な
か
情
報
館 

■内

 

山
形
を
代
表
す
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
蔵
王

の
冬
の
魅
力
を
紹
介 

◆ 

12
月
の
十
日
市
「
ひ
っ
ぱ
り
う
ど
ん
お
み
く
じ
！
」 

　

お
み
く
じ
を
引
い
て
、
納
豆
や
サ
バ
缶
、
ネ

ギ
な
ど
の
山
形
の
ひ
っ
ぱ
り
う
ど
ん
に
は
欠
か

せ
な
い
具
材
を
当
て
よ
う
！ 

■時

 

12
月
10
日
㈮
午
前
10
時
30
分
〜 

■所

 

山
形
ま
る
ご
と
館 

紅
の
蔵
中
庭 

■対

 

先
着
１
０
０
人 

時 とき　 所 ところ　 内 内容　 講 講師等　 対 対象・定員　 費 費用（無料は記載なし）　 持 持ち物　 申 申し込み（不要は記載なし）　 問 問い合わせ
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◆
こ
ど
も
と
一
緒
に
お
か
た
づ
け
講
座 

■時

 

12
月
24
日
㈮
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分 

■内

 

遊
び
な
が
ら
片
付
け
の
習
慣
が
身
に
付

け
ら
れ
る
、
お
片
付
け
術
を
学
ぶ 

■対

 

市
内
在
住
の
方
先
着
20
人 

※ 

■申

い
ず
れ
も
、
電
話
ま
た
は
直
接
べ
に
っ

こ
ひ
ろ
ば
へ 

教
室
・
講
座

Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ

ポ
イ
ン
ト
対
象

普
通
救
命
講
習
Ⅰ 

■時

 

12
月
19
日
㈰
午
前
９
時
〜
正
午 

■所

 

消
防
本
部
西
消
防
署
（
西
崎
） 

■内

 

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
や
成
人
を
対
象
と

し
た
心
肺
蘇
生
法
（
修
了
証
を
発
行
） 

■対

 

先
着
20
人
程
度 

■申

 

電
話
で
救
急
救
命
課
へ
（
平
日
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
） 

※ 

ｅ-

ラ
ー
ニ
ン
グ
（
電
子
学
習
）
の
利
用
を

推
奨
し
て
い
ま
す
（
受
講
証
明
書
が
必
要
）。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。 

■問

 

消
防
本
部
救
急
救
命
課
（
☎
６
３
４-

１

１
９
３
）

第
65
回
山
形
市
民
合
同
音
楽
祭（
一
般
の
部
） 

■時

 
12
月
12
日
㈰
午
後
２
時
開
演 

■所

 

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル 

■内

 

混
声
合
唱
、
女
声
合
唱
、
少
年
少
女
合
唱
、

吹
奏
楽
、
管
弦
楽
の
演
奏 

■問

 

市
民
会
館
（
☎
６
４
２-

３
１
２
１
）

 

長
ネ
ギ
の
収
穫
体
験 

■時

 

12
月
14
日
㈫
午
前
11
時
〜
正
午
、
午
後

１
時
30
分
〜
２
時
30
分 

■所

 

市
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
（
東
古
館
） 

■内

 

１
組
（
世
帯
）
に
つ
き
専
用
袋
１
枚
に

収
穫
長
ネ
ギ
（
約
８
㎏
35
本
超
）
を
袋

詰
め
し
、
土
ネ
ギ
と
し
て
持
ち
帰
る 

■対

 

75
組
（
抽
選
。
午
前
の
部
25
組
、
午
後

の
部
50
組
）

■費

 

５
０
０
円 

■持

 

手
袋
、
長
靴
、
雨
具
（
雨
天
の
場
合
） 

■申

 

12
月
６
日
〜
７
日
に
、
電
話
で
市
農
業

振
興
公
社
へ 

■問

 

市
農
業
振
興
公
社
（
☎
６
４
４-

１
６
２
２
）

べ
に
っ
こ
ひ
ろ
ば
の
催
し

■問

☎
６
７
４-

０
２
２
０ 

◆
大
き
な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
に
オ
ー
ナ
メ
ン

ト
を
飾
ろ
う 

■時

 

12
月
７
日
㈫
午
前
10
時
50
分
〜 

■内

 

オ
ー
ナ
メ
ン
ト
の
作
成
、
飾
り
付
け
。
参

加
者
に
は
別
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
有
り 

■対

 

市
内
在
住
の
親
子
先
着
10
組 

山形テルサ開館20周年記念　NHK公開収録「ベストオブクラシック」

■問 山形テルサ ☎646-6677

　NHK山形放送局と山形市で公開収録を実施します。第一線で活躍する演奏家のコンサートをお楽しみいただけます。

■時 令和4年2月4日㈮ 午後5時開場、午後5時50分開演（午後8時終演予定）

■所 山形テルサ　 ■内 〈出演〉 チェロアンサンブルXTC

■申  令和4年1月6日（必着）までに以下の項目を記入の上、

山形テルサ「ベストオブクラシック」観覧係（〒990-0828

双葉町1-2-3）へお送りください。

　　 郵便往復はがき（私製を除く）の往信用裏面に、①郵便番号、

②住所、③氏名、④電話番号、⑤観覧希望人数（2人まで）

　　返信用表面に、①郵便番号、②住所、③氏名

※未就学児の同伴・入場はご遠慮ください。

※記入に不備があった場合は無効となりますのでご注意ください。

※詳しくは、NHK山形放送局ホームページをご確認ください。

郵便はがき 郵便はがき

〈返信表面〉　　 〈往信裏面〉

郵便番号、
住所、氏名
をご記入く
ださい。

山形市双葉町
1-2-3
山形テルサ

「ベストオブクラ
シック」観覧係

※こちらに何も
記入しないでく
ださい。（紙・シー

ルなどの貼り付け、

修正液や消える

ボールペンの使用

もご遠慮ください。）

9 9 0 0828①郵便番号
②住所
③氏名（ふりがな）

④電話番号
⑤観覧希望人数
　※2人まで

〈往信表面〉　　 〈返信裏面〉

詳細はこちらから

山形市からのお知らせ
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〝
土
曜
体
験
版
〞
放
課
後
子
ど
も
教
室 

■時

 
12
月
18
日
㈯
・
27
日
㈪
、
令
和
４
年
１
月

８
日
㈯
・
29
日
㈯
、
２
月
12
日
㈯
・
26

日
㈯
、
３
月
12
日
㈯
・
26
日
㈯
（
全
８
回
）

い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

■所

 

中
央
公
民
館 

■内

 

子
ど
も
た
ち
に
安
全
・
安
心
な
週
末
を

過
ご
す
場
所
を
提
供
し
、
各
回
前
半
は

学
習
、
後
半
は
ホ
ー
ル
見
学
、
理
科
教

室
等
の
体
験
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も

た
ち
の
自
主
性
を
培
い
社
会
性
を
育
む 

■対

 

原
則
毎
回
参
加
で
き
る
市
内
在
住
の
小

学
生
先
着
30
人 

■費

 

材
料
費
負
担
あ
り 

■申

 

12
月
14
日
ま
で
に
、
は
が
き
、
Ｅ
メ
ー

ル
（s

h
a

k
y
o

@
c
ity

.y
a

m
a

g
a

ta
-

ya
m

a
g
a
ta

.lg.jp

）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（

６
２

４-

８
４
４
３
）
の
い
ず
れ
か
で
、
氏
名
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、

学
年
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
教
室
で
や
っ

て
み
た
い
こ
と
を
記
入
の
上
、
社
会
教
育

青
少
年
課
へ
（
電
話
で
の
申
し
込
み
も
可
） 

※ 

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

■問

 

社
会
教
育
青
少
年
課
（
☎
内
線
４
５
８
）

 

甲
種
防
火
管
理 

新
規
講
習 

■時

 

令
和
４
年
２
月
２
日
㈬
・
３
日
㈭ 

■所

 

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ 

■対

 

先
着
２
０
０
人 

■費

 

８
千
円 

■申

 

12
月
６
日
〜
13
日
に
、
日
本
防
火
・
防

災
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

（

０
３-

６
２
７
４-

６
９
７
７
）
で
日

本
防
火
・
防
災
協
会
へ 

※ 

詳
し
く
は
、
日
本
防
火
・
防
災
協
会
（
☎

０
３-

６
２
６
３-

９
９
０
３
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

■問

 

消
防
本
部
予
防
課
（
☎
６
３
４-

１
１
９
５
） 

法
改
正
・
施
行
直
前
！

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
電
子
帳
簿
保
存
法 

■時
 

12
月
19
日
㈰
午
後
２
時
〜
３
時
30
分 

■所

 
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
22
階
市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
会
議
室
Ｂ 

■対

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
会
計
を
担
当
し
て
い
る

方
、
そ
の
他
興
味
の
あ
る
方
先
着
６
人

■申

 

12
月
16
日
ま
で
に
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（

６
４
７-

２
２
６
１
）、
Ｅ
メ
ー
ル
（ce

n
te

r@
ya

m
a
g
a
ta

-n
p

o
.jp

）
の
い
ず

れ
か
で
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
へ 

■問

 

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
７-

２
２
６
０
）

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
催
し

■問

 

☎
６
４
７-

２
２
７
５ 

◆
読
ん
で
話
し
合
う
韓
国
文
化 

■時

 

12
月
４
日
㈯
午
後
３
時
〜
４
時 

■対

 

先
着
７
人 

◆
ド
ラ
マ
の
セ
リ
フ
か
ら
学
ぶ
韓
国
語 

■時

 

12
月
４
日
㈯
・
11
日
㈯
午
後
１
時
30
分

〜
２
時
30
分 

■対

 

各
回
先
着
９
人 

※ 

■申

い
ず
れ
も
、
電
話
で
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
へ 

 

多
文
化
紹
介
講
座

「
外
国
料
理
教
室　

ベ
ト
ナ
ム
編
」 

■時

 

12
月
12
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午 

■所

 

東
部
公
民
館
料
理
実
習
室 

■対

 

先
着
10
人
（
協
会
へ
の
入
会
が
必
要
）

■費

 

千
円 

■持

 

食
器
拭
き
用
布
巾
、
持
ち
帰
り
用
容
器

２
個 

■申

 

電
話
ま
た
は
直
接
市
国
際
交
流
協
会
へ

※ 

当
日
会
員
入
会
可
。
詳
し
く
は
、
市
国
際
交

流
協
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問

 

市
国
際
交
流
協
会
（
☎
６
４
７-

２
２
７
７
）

 「
私
は
私
ら
し
く
、

ど
ん
な
時
も
無
理
を
し
な
い
。
」

私
を
取
り
巻
く
減
災
と
は
？

■時
 

令
和
４
年
１
月
29
日
㈯
午
後
１
時
〜
３
時 

■所
 

市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
５
階
視
聴

覚
室
・
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

■内

 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
今
、
日
常

に
役
立
つ
「
私
ら
し
く
過
ご
せ
る
減
災
」

を
見
つ
け
る 

■対

 

先
着
30
人 

■申

 

12
月
１
日
か
ら
、
電
話
で
市
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
へ
（
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
15
分
） 

※ 

詳
し
く
は
、
ヤ
マ
ガ
タ
防
災
・
減
災
Ａ
ｃ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
！
代
表 

細
谷
（
☎
０
８
０-

１
８

４
９-

０
６
０
６
）
へ 

■問

 

市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
５-

８
０
７
７
）

 

 

市
民
ス
キ
ー
教
室 

■時

 

令
和
４
年
１
月
９
日
㈰
・
16
日
㈰
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時 

■所

 

蔵
王
温
泉
ス
キ
ー
場 

■内

 

初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
の
実
技
指
導 

■対

 

小
学
生
以
上
各
回
先
着
50
人 

■費

 

大
人
１
日
４
千
円
。
小
学
生
５
５
０
０
円

（
１
月
９
日
）、
４
５
０
０
円
（
１
月
16
日
） 

■持

 

ス
キ
ー
用
具
一
式 

■申

 

12
月
１
日
〜
15
日
に
、

市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら

■問

 

市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
☎
６
８
７-

１
７
８
９
）  

【市スポーツ協会
ホームページ】

時 とき　 所 ところ　 内 内容　 講 講師等　 対 対象・定員　 費 費用（無料は記載なし）　 持 持ち物　 申 申し込み（不要は記載なし）　 問 問い合わせ
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福
祉
文
化
セ
ン
タ
ー
の
講
座

■問

 
☎
６
４
２-

５
１
８
１ 

　
　

６
２
５-

２
１
５
０

　
　

 

Ｅ
メ
ー
ル
（fu

k
u
b

u
n
se

n
@

city.ya
m

a

g
a
ta

-ya
m

a
g
a
ta

.lg
.jp

）

　
　

〒
９
９
０-

０
０
２
１
小
白
川
町
２-

３-

47

◆
働
く
女
性
の
家
事
業 

①
食
と
健
康
講
座
〜
毎
日
の
食
事
で
免
疫
力

ア
ッ
プ
体
も
心
も
健
や
か
に
〜 

■時

 

12
月
17
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分 

■対

 

市
内
在
住
・
在
勤
の
女
性
12
人
（
抽
選
。

無
料
託
児
有
り
） 

② 

冬
の
花
・
寄
せ
植
え
講
座 

■時

 

12
月
25
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午 

■対

 

市
内
在
住
・
在
勤
の
女
性
12
人
（
抽
選
。

無
料
託
児
有
り
） 

■費

 

３
千
円
（
材
料
代
） 

※ 

■申

 

①
は
12
月
10
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
②

は
12
月
15
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
は
が

き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
、
講
座
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
託
児
の
有
無

を
記
入
の
上
、
福
祉
文
化
セ
ン
タ
ー
へ

（
直
接
の
申
し
込
み
も
可
） 

◆
「
希
望
の
家
」
生
活
支
援
事
業
「
生
け
花
教
室
」 

■時

 

12
月
24
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■対

 

身
体
障
が
い
者
手
帳
の
所
持
者
10
人（
抽
選
）

■費

 

２
５
０
０
円
（
材
料
代
） 

■申

 

12
月
15
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
申
込
書
、

は
が
き
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

コース とき 対象 費用

ピラテス教室
令和4年1月4日～3月29日の火曜日（計11回）
午後 6 時 30 分～７時 45 分

18 歳以上の方
各教室 18 人

月 3,000 円

はじめての
フラダンス教室

令和4年1月5日～3月23日の水曜日（計11回）
午後 1 時 30 分～ 2 時 30 分

骨盤矯正
エクササイズ教室

令和4年1月5日～3月30日の水曜日（計11回）
午後 6 時 30 分～ 7 時 30 分

健康太極拳教室
令和4年１月5日～3月30日の水曜日（計11回）
午前 10 時～ 11 時 15 分

バレトン教室
令和4年1月6日～3月24日の木曜日（計11回）
午前 10 時～ 11 時

はじめての
バレトン教室

令和4年1月8日～3月26日の土曜日（計11回）
午前 10 時～午前 11 時

■申  いずれも12月10日（必着）までに、はがき（〒990-0021小白川町字川原1237）、ＦＡＸ（ 633-

8990）、Ｅメール（info＠yamagata-jaba.jp）のいずれかで、希望のコース名、郵便番号、住所、氏名、

ふりがな、年齢、電話番号を記入の上、馬見ケ崎プールジャバへ

※抽選の上、郵送で結果を通知します。募集人数に満たない時は、教室を中止する場合があります。

問  ☎633-8989

の
い
ず
れ
か
で
、
教
室
名
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
障
が

い
名
を
記
入
の
上
、
福
祉
文
化
セ
ン
タ
ー

へ
（
直
接
の
申
し
込
み
も
可
） 

長
寿
支
援
課
の
講
座

■問

 

☎
内
線
５
６
８

Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ

ポ
イ
ン
ト
対
象

◆
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座 

■時

 

12
月
10
日
㈮
午
後
１
時
〜
２
時
30
分
（
午

後
０
時
30
分
開
場
） 

■所
 

中
央
公
民
館
４
階
大
会
議
室 

■対
 

先
着
40
人 

■申

 
12
月
３
日
か
ら
、
電
話
で
長
寿
支
援
課
へ

Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ

ポ
イ
ン
ト
対
象

◆
介
護
予
防
の
た
め
の
認
知
症
予
防
講
座 

■時

 

12
月
14
日
㈫
午
後
２
時
〜
３
時
30
分
（
午

後
１
時
30
分
開
場
） 

■所

 

北
部
公
民
館
３
階
大
ホ
ー
ル 

■対

 

65
歳
以
上
の
方
先
着
40
人

■申

 

12
月
３
日
か
ら
、
電
話
で
長
寿
支
援
課
へ  

◆
認
知
症
予
防
教
室 

■時

 

令
和
４
年
１
月
13
日
㈭
・
18
日
㈫
・
26

日
㈬
（
３
日
間
）
い
ず
れ
も
午
後
２
時

〜
３
時
30
分
（
午
後
１
時
30
分
開
場
） 

■所

 

江
南
公
民
館
４
階
講
堂 

■対

 

65
歳
以
上
で
３
日
間
受
講
で
き
る
方
先

着
20
人 

 

■申

12
月
10
日
〜
24
日
に
、電
話
で
長
寿
支
援
課
へ 

山形市馬見ケ崎プールジャバ　健康づくり教室ＳＵＫＳＫ
ポイント対象
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エ
コ
住
宅
市
民
講
座
・
施
設
見
学
会 

■時

 
12
月
19
日
㈰
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、
午

後
１
時
30
分
〜
３
時 

■所

 

山
形
エ
コ
ハ
ウ
ス
（
上
桜
田
）

■講

 

東
北
芸
術
工
科
大
学
建
築
・
環
境
デ
ザ

イ
ン
学
科
教
授 
三
浦 

秀
一
氏 

■内

 

講
演
、
山
形
エ
コ
ハ
ウ
ス
の
見
学
会 

■対

 

各
回
先
着
10
人 

■申

 

電
話
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
環
境
ネ
ッ
ト
や
ま

が
た
（
☎
６
７
９-

３
３
４
０
）
へ

※ 

午
前
の
部
、
午
後
の
部
で
内
容
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。 

■問

 

環
境
課
（
☎
内
線
６
７
９
） 

公
民
館
の
催
し

中
央
公
民
館

■問

 

☎
６
２
３-

２
１
５
０ 

① 

初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

　

「
パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状
を
作
ろ
う
！
」 

■時

 

12
月
18
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午 

■対

 

パ
ソ
コ
ン
に
興
味
の
あ
る
小
学
３
〜
６

年
生
先
着
７
人 

■費

 

５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
） 

■持

 

Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ 

② 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座

　

「
使
っ
て
み
よ
う
！
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座
」 

■時

 

令
和
４
年
１
月
13
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分 

■対

 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
な
い
70

歳
ま
で
の
方
20
人
（
抽
選
） 

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
１
人
１
台
貸
し
出
し
ま
す
。

③ 

パ
ソ
コ
ン
講
座

　

「
家
計
簿
を
作
っ
て
み
よ
う
！
」 

■時

 

令
和
４
年
１
月
19
日
㈬
〜
21
日
㈮
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分
（
全
３
回
） 

■対

 

マ
ウ
ス
操
作
、
文
字
入
力
が
ス
ム
ー
ズ

に
で
き
る
方
10
人
（
抽
選
） 

■費

 

８
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
） 

■持
 

ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン 

※ 
■申

①
は
12
月
１
日
〜
15
日
に
、
電
話
ま
た

は
直
接
中
央
公
民
館
へ
。
②
、
③
は
12
月
15

日
（
必
着
）
ま
で
に
、
は
が
き
（
〒
９
９
０

-

０
０
４
２
七
日
町
１-

２-

39
）
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
（

６
３
３-
９
８
０
４
）
に
、講
座
名
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
記
入
の
上
、
中
央
公
民
館
へ
（
直
接
の

申
し
込
み
も
可
）。
当
選
者
の
み
、
締
め
切

り
か
ら
10
日
以
内
に
通
知
を
発
送
し
ま
す
。 

 

東
部
公
民
館

■問

 

☎
６
４
２-

５
１
８
１ 

◆ 

芭
蕉
と
と
も
に
山
形
県
を
楽
し
む
旅
講
座

　

〜
お
く
の
ほ
そ
道
（
出
羽
三
山
）
〜 

■時

 

12
月
18
日
㈯
・
20
日
㈪
い
ず
れ
も
午
後

２
時
〜
４
時 

■内
〈 

１
日
目
〉
出
羽
三
山
「
羽
黒
山
の
芭
蕉
」

　

  

〈
２
日
目
〉
出
羽
三
山
「
芭
蕉
の
月
山
登
拝
」 

■対

 

市
内
在
住
の
方
先
着
20
人 

■申

 

12
月
11
日
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接

東
部
公
民
館
へ 

◆
親
子
で
楽
し
む
お
茶
講
座 

　

〜
い
ろ
い
ろ
な
お
茶
を
飲
み
比
べ
よ
う
〜

■時

 

12
月
26
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午 

■対

 

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
先
着
10
人

■費

 

６
０
０
円 

■持

 

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布
巾 

■申

 

12
月
３
日
〜
14
日
に
、
電
話
で
東
部
公

民
館
へ 

 

西
部
公
民
館

■問

 

☎
６
４
５-

１
２
２
３ 

◆ 

ア
ニ
メ
と
ク
リ
ス
マ
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と

人
形
劇 

■時

 

12
月
25
日
㈯
午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

■対

 

幼
児
〜
小
学
校
低
学
年
の
親
子
先
着
30
人

■申

 

12
月
３
日
〜
17
日
に
、
電
話
ま
た
は
直

接
西
部
公
民
館
へ 

◆ 

お
正
月
の
縁
起
物
講
座
Ⅱ
〜
「
お
正
月
の
生

け
花
」
を
生
け
て
み
ま
せ
ん
か
〜 

■時

 

12
月
28
日
㈫
午
前
10
時
〜
正
午 

■対
 

18
歳
以
上
の
方
先
着
20
人 

■費
 

２
５
０
０
円
（
材
料
代
） 

■申

 
12
月
７
日
〜
17
日
に
、
電
話
ま
た
は
直

接
西
部
公
民
館
へ 

南
部
公
民
館

■問

 

☎
６
４
１-

６
７
０
１ 

◆ 

山
形
ま
る
ご
と
歴
史
探
検 

①
山
寺
立
石
寺

ふ
し
ぎ
探
検
②
中
世
の
山
寺
と
最
上
氏 

■時

 

①
12
月
20
日
㈪
午
後
１
時
30
分
〜
②
令

和
４
年
１
月
17
日
㈪
午
後
１
時
30
分
〜

（
い
ず
れ
も
２
時
間
程
度
）

■内

 

山
形
の
歴
史
や
自
然
に
つ
い
て
学
ぶ

■対

 

18
歳
以
上
の
方
先
着
40
人 

■申

 

12
月
２
日
か
ら
、
電
話
ま
た
は
直
接
南

部
公
民
館
へ 

 

元
木
公
民
館

■問

 

☎
６
３
１-

６
５
５
１ 

◆ 

簡
単
に
で
き
る
お
正
月
の
生
け
花
〜
初
心
者

の
方
で
も
正
月
ら
し
く
華
や
か
に
〜 

■時

 

12
月
26
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午 

■対

 

18
歳
以
上
の
方
先
着
10
人 

■費

 

２
５
０
０
円
（
材
料
代
） 

■申

 

12
月
１
日
〜
20
日
に
、
電
話
ま
た
は
直

接
元
木
公
民
館
へ

時 とき　 所 ところ　 内 内容　 講 講師等　 対 対象・定員　 費 費用（無料は記載なし）　 持 持ち物　 申 申し込み（不要は記載なし）　 問 問い合わせ
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問　 文化振興課　☎内線769

地
域

貢献
！

チャレンジ

市民
活動 問　 企画調整課　☎内線222

@FilmYamagata で検索

　

 

　 

山形市コミュニティファンドの

補助事業として採択された

団体を紹介します。

最新情報 
更新中！

　
11

月
5

日
、
セ
ル
ビ
ア
・
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
で
開
催
さ
れ
た
ボ
ク
シ
ン
グ
の
男

子
世
界
選
手
権
に
お
い
て
、
山
形
市
出
身
の
岡
沢
セ
オ
ン
選
手
が
見
事
勝
利
し
、

日
本
人
初
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
快
挙
で
す
。

　
山
形
市
か
ら
ボ
ク
シ
ン
グ
の
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
出
た
こ
と
を
市
民
の
皆

さ
ま
と
共
に
心
か
ら
喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。
ガ
ッ
ツ
に
あ
ふ
れ
、
相
手
の
攻
撃

を
素
早
く
か
わ
し
な
が
ら
的
確
に
有
効
打
を
決
め
る
ス
タ
イ
ル
に
見
と
れ
た
方

も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
岡
沢
選
手
は
先
の
東
京
五
輪
に
も
出
場
し
ま
し
た
が
、
2

回
戦
で
敗
れ
ま
し

た
（
結
果
と
し
て
は
そ
の
時
対
戦
し
た
キ
ュ
ー
バ
の
ア
グ
レ
シ
ア
ス
選
手
が
金
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
）。
そ
の
後
、
私
の
と
こ
ろ
に
も
わ
ざ
わ
ざ
報
告
に
来
て

く
だ
さ
り
、
市
民
の
温
か
い
応
援

に
対
す
る
感
謝
の
言
葉
と
、
敗
戦

に
め
げ
る
こ
と
な
く
、
す
ぐ
に
次

の
目
標
を
世
界
選
手
権
に
定
め
て

前
向
き
に
頑
張
っ
て
い
る
と
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
3

年
後
の
パ
リ
五
輪
に
お
い
て
も
金

メ
ダ
ル
を
目
指
す
こ
と
を
力
強
く

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
敗
戦
か
ら
す
ぐ
に
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
開
始
し
、
次
の
大
会
で
素
晴

ら
し
い
結
果
を
残
し
ま
し
た
。
岡

沢
選
手
の
活
躍
は
多
く
の
山
形
市

民
、
特
に
ス
ポ
ー
ツ
に
打
ち
込
む

子
ど
も
た
ち
に
勇
気
と
元
気
を
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。
今
後
の
活
躍

を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
市
民
み

ん
な
で
応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

お
め
で
と
う
！
岡
沢
セ
オ
ン
さ
ん

やまがた創造都市国際会議2021

「食と映画のチカラ」アーカイブ配信！ 団体名：やまがたイグメン共和国
（補助：まこちゃんの子育てファンド）

　今年の国際会議は、ユネスコ食文化創造都市である
鶴岡市と連携し、食と映画の取り組みを持続可能な都
市の発展にどう生かしていくかを考えました。アーカイ
ブ配信では、英語字幕付きで世界に向けて発信します。

■内 対談「鶴岡と山形　それぞれの食文化」

パネルディスカッション「食と映画のチカラ」

　パネリスト：奥田政行氏、想田和弘氏（映画監督）、
　地元応援クリエイターチームBAQSAN、
　Juan Manuel Guimerans Rubio 氏

　　（ユネスコ映画都市バリャドリード担当者）
※ 配信は12月下旬を予定しています。視聴方法など詳

しくは、下の二次元コードからユネスコ創造都市やま
がた公式ホームページをご覧ください。

奥田政行 氏
（イタリアンシェフ）

× 山口美香 氏
（野菜ソムリエ上級プロ）

▲令和 2 年 3 月 30 日 市長表敬の様子

　やまがたイグメン共和国は、山形市周辺の子育て世代
のお父さんたちによるネットワークです。各種イベント
や学習会の開催、SNS を活用した情報交換を通して楽
しみながら育児環境の向上を目指しています。団体名の

「イグメン」は「イクメン」を山形訛りで表したもので、「山
形ならではの子育てを楽しもう」という意味を込めてい
ます。
　本年度は、山形市コミュニティファンドを活用し「日
常を “ 非日常 ” にするお父さんパワー！」事業を実施し
ています。パパ目線で厳選した屋内外のフィールドでの
親子体験活動を通し、地域の隠れた魅力を発見していく
ことで、日常の中にも「非日常」があふれていることを
親子で経験します。
　やまがたイグメン共和国では、親子で一緒の時間を過
ごし子どもたちの成長を促すため、毎年さまざまなイベ
ントを企画しています。興味のある方はご連絡ください。

■問 やまがたイグメン共和国（担当：五十嵐）
E-mail：yamagata.igumen2013@gmail.com

▲セミの羽化探し ▲山寺探検

▲

「
や
ま
が
た
創
造
都
市
国
際

     

会
議
2
0
2
1
」
の
様
子
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ＳＵＫＳＫ
ポイント対象

　山形市では、健康寿命の延伸のため、健康に配慮し

たお店のメニューを「SUKSKメニュー」として認定し

ています。メニューには、「食塩控えめ」「野菜たっぷ

り」「バランス」「SUKSK減塩」などの種類があり、地

産地消の食材も取り入れています。認定メニューを食

べた方には、SUKSKポイントを500ポイント進呈しま

す。各店舗でいろいろなメニューを食べて健康になり

ましょう。

※ メニュー提供店は、市ホームページ

　をご確認ください。

■問 健康増進課　☎616-7273

S
ス ク ス ク

UKSKメニューを
食べてみませんか

健 

康

相 

談

【精神保健福祉相談】

　眠れない、気分が沈む、お酒の問題で困っている、

新型コロナウイルス感染症の影響による自粛生活で

つらい気持ちが続く等で、お悩みではありませんか。

本人やご家族の方を対象にした相談を行っています。

【ひきこもり相談】 

　ひきこもりに悩む本人やご家族を対象にした相談

※いずれも精神科医による予約制の相談（毎月1回）

■所   霞城セントラル4階

■申   電話で健康増進課へ

※ 精神保健福祉士・保健師による精神保健福祉に関

する相談（電話・来所）は、随時可能です。

■問   健康増進課　☎616-7275

心の病気・ひきこもりで
悩んでいませんか

ＳＵＫＳＫ
ポイント対象

■時 12月22日（水）午前10時20分～ 11時20分

 （午前10時から受け付け）

■所 南部公民館集会室

■講 市保健師、運動普及推進員

■対 20歳以上の方先着20人

■費 40円（保険料）

■持 室内用運動靴、タオル、飲みもの（水）

■申 12月6日から、電話で健康増進課へ

■問 健康増進課　☎616-7271

ストレッチ体操体験教室健 

康

ＳＵＫＳＫ
ポイント対象

ＳＵＫＳＫ
ポイント対象

  無料クーポン券は対象者の方へお送りしています。

ぜひ検診を受けましょう！

■対  子宮頸
けい

がん： 21歳の女性（平成12年4月2日～ 

平成13年4月1日生まれ）

 乳がん　　： 41歳の女性（昭和55年4月2日～

昭和56年4月1日生まれ）

 前立腺がん： 61歳の男性（昭和35年4月1日～

昭和36年3月31日生まれ）

※ 本年度すでに上記の検診を受けた方、手術歴のあ

る方、治療中の方を除く。

■問   健康増進課　☎616-7272

各種がん検診

無料クーポン券の

有効期限は令和4年1月末まで

検 

診

ＳＵＫＳＫ
ポイント対象

ＳＵＫＳＫ
ポイント対象

■時   令和4年2月末まで

■対   50歳以上で本年度偶数歳になる方（胃の疾患で治

療中または経過観察中の方、胃全摘術後の方、妊

娠中の方、医師より検査困難と判断された方を除く）

■費   3,700円 （66歳以上の方は無料。生活保護世帯、

50 ～ 64歳で市民税非課税世帯等の方は、健康

増進課での事前申請により無料）

■申   直接、山形市の胃内視鏡検査による胃がん検診

を実施している医療機関へ

※個別健診でのみ実施します。

■問   健康増進課　☎616-7272

胃内視鏡検査での

胃がん検診

検 

診

ＳＵＫＳＫ
ポイント対象

ＳＵＫＳＫ
ポイント対象

■時   12月11日（土）午前10時～ 11時30分

 （午前9時30分から受け付け）

■所   霞城セントラル3階 視聴覚室

■講   市立病院済生館 放射線科科長 大竹 修一氏

■内   喫煙や受動喫煙の体への影響についての講話、

健康ポイント事業SUKSKアプリの使い方の説明

■対   先着25人

■費   無料

■申   12月3日から、電話で健康増進課へ

■問   健康増進課　 ☎616-7271

受動喫煙を防いで健康長寿！
- たばこの煙による体への影響について -

健 

康

ＳＵＫＳＫ
ポイント対象
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生

活

の

す

す

め

12 月 の 相 談

市民相談
 市民相談課 ☎内線 240・241

一般相談

月～金曜日 午前８時30分～午後５時15分

土地の利活用相談

月～金曜日 午前9時～午後4時

土地境界に関する相談

9日㈭ 午前10時～午後3時

行政書士相談

13日㈪ 午前9時～午後4時

人権・困り事相談

14日㈫ 午後1時～4時

登記手続相談

15日㈬ 午前10時～午後3時

行政に関する相談

21日㈫ 午前10時～午後3時

※29日㈬～31日㈮を除く
（予約不要。当日窓口へ）

消費生活相談
 消費生活センター ☎ 647-2211

消費生活・多重債務相談

火～日曜日 午前９時～午後５時
（29日㈬～31日㈮を除く）

消費生活法律相談

23日㈭ 午後２時～４時
※ 事前に消費生活相談を受けた方が対象

です。

ふれあい総合相談
 市社会福祉協議会 ☎ 645-8177

困りごと相談

月～金曜日 午後１時～４時
（27日㈪～31日㈮を除く）

税金相談

8日㈬ 午後１時～４時

年金相談

14日㈫ 午後１時～４時

人権相談

16日㈭ 午後１時～４時

法律相談

金曜日 午後１時～４時
（31日㈮を除く）
※ 当日正午から、電話（☎645-8061）で

予約を受け付けます。先着６人で、弁護
士との相談時間は25分です。

総合学習センター教育相談

▶とき…  月～金曜日 午前10時～午後４時
（27日㈪～31日㈮を除く）
▶ところ… 総合学習センター（電話相談も可）
▶問い合わせ…☎645-6182（直通）
※ 不登校や学校生活、子育てなどの悩み相

談をお受けします。（受け付けは午後３
時30分まで）

※ メール相談（soudan-y@ymgt.ed.jp）
も受け付けています。

少年相談（電話・メール）

▶とき…  月～金曜日 午後１時～５時
（29日㈬～31日㈮を除く）
▶ところ… 青少年指導センター（来所相談も可）
▶問い合わせ…☎631-4425（直通）
※ メール相談は市ホームページで24時間

受け付け（返信は平日となります）

障がい児療育相談

▶とき… 12日㈰ 午前10時～正午
▶ところ… まんさくの丘
▶問い合わせ…☎688-3540
※相談には事前の予約が必要です。

子ども電話相談

▶とき…  月～金曜日
　　　　午前８時30分～午後５時15分

（29日㈬～31日㈮を除く）
▶ところ… 家庭支援課（来所相談も可）
▶問い合わせ…☎641-3636（直通）

外国人専門相談

▶とき… 1日㈬・15日㈬
　　　　午前11時～午後３時
▶ところ… 国際交流センター
▶問い合わせ…☎647-2275
※ 相談言語…英語、中国語、韓国・朝鮮語

（ベトナム語、タガログ語、ポルトガル
語、インドネシア語での相談は要予約）。
専門相談では、在留資格、帰化、永住、
婚姻、外国からの呼び寄せ等の相談を
受け付けます。

※ 外国人専門相談以外の外国人の方の相
談は随時受け付けています。

各種相談

企業の経営相談

中小企業者の売上増進や販路拡大を支援
します。
▶とき… 月～金曜日 午前９時～午後５時
▶ところ… 売上増進支援センターY-biz
▶問い合わせ…☎616-7900
※相談には事前の予約が必要です。

ファーラ相談室
 市男女共同参画センター

（ファーラ）☎ 645-8077

カウンセラーによる一般相談

日曜日 午後２時～５時
月・水曜日 午後２時～７時
火・金曜日 午前９時～正午
木・土曜日 午前９時～午後1時

（29日㈬～31日㈮を除く）

法律相談

10日㈮・17日㈮・24日㈮ 午後４時～６時

思春期から更年期までの相談

助産師による女性の健康、身体の悩み、出
産と育児などの相談をお受けします。

※各相談には事前の予約が必要です。

目
の
健
康

　

日
本
は
平
均
寿
命
が
長
く
、
日
常
の
医
療
の
レ
ベ
ル
も
世
界

の
中
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。
我
々
の
願
い
は
、「
長
生
き
」

の
み
で
な
く
、「
健
康
で
長
生
き
」
で
す
。
こ
の
た
め
の
指
標

が
「
健
康
寿
命
」
で
す
。
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
K
生
活
の
目
指
す
と
こ
ろ

は
健
康
寿
命
を
長
く
す
る
こ
と
で
す
。
健
康
寿
命
は
「
日
常
生

活
を
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
健
康
的
に
生
活
を
送
る
こ
と
の
で

き
る
期
間
」
で
す
。
こ
の
た
め
に
は
、
視
力
が
日
常
生
活
に
支

障
が
な
い
状
態
で
一
生
を
送
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
例
え
ば

自
動
車
を
運
転
す
る
た
め
に
は
、
眼
鏡
で
矯
正
し
た
視
力
で
0.7

の
視
力
が
必
要
で
す
（
普
通
第
一
種
免
許
）。
視
力
が
0.5
あ
る

と
、
新
聞
や
本
な
ど
不
自
由
を
感
じ
な
い
で
読
め
ま
す
。
視
力

が
0.3
あ
れ
ば
、
人
の
顔
が
見
分
け
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

視
力
障
害
を
来
す
疾
患
と
し
て
は
、
緑
内
障
、
糖
尿
病
網

膜
症
、
加
齢
黄
斑
変
性
な
ど
高
齢
者
に
起
こ
り
や
す
い
病
気
、

体
質
に
よ
る
網
膜
色
素
変
性
症
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
感
染
症
に

よ
る
視
力
障
害
は
進
ん
だ
眼
科
医
学
に
よ
り
少
な
く
な
っ
て
き

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
重
篤
な
疾
患
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
コ

ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
使
っ
て
い
る
人
が
ア
カ
ン
ト
ア
メ
ー
バ
角

膜
感
染
症
に
よ
り
、
重
篤
な
視
力
低
下
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
疾
患
は
な
ん
で
も
そ
う
で
す
が
、
早
期
発
見
に
よ
り
適

切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
で
、
生
涯
に
わ
た
り
日
常
生
活
が
な

る
べ
く
制
限
さ
れ
な
い
視
力
を
確
保
で
き
る
確
率
が
大
き
く
な

り
ま
す
。
日
本
の
眼
科
診
療
の
レ
ベ
ル
は
高
く
、
視
力
障
害
の

割
合
の
低
さ
は
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
の
で
、
目
の
異

常
に
気
付
い
た
ら
、
す
ぐ
に
眼
科
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
目

の
異
常
、
特
に
見
え
方
の
異
常
に
気
付
く
た
め
に
は
、
時
々
片

目
ず
つ
、
数
メ
ー
タ
ー
離
れ
た
も
の
（
例
え
ば
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
）

の
見
え
方
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ポ
イ
ン

ト
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

１
） 

文
字
は
読
め
る
か
？
以
前
は
読
め
て
い
た
文
字
が
ぼ
ん

や
り
し
て
き
た
ら
視
力
低
下
で
す
。

２
）
全
体
が
見
え
る
か
？
欠
け
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
か
？

　

も
ち
ろ
ん
、
目
の
発
赤
、
痛
み
や
異
物
感
が
あ
っ
た
ら
、
す

ぐ
に
眼
科
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

山
形
市
保
健
所
長　

山
下　

英
俊
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